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は
ば
た
け
新
成
人

〜
二
十
歳
の
決
意
〜

　

１
月
４
日（
金
）、日
高
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、平
成
25
年
日
高
町
成
人
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、新
成
人
88
人
の
う
ち
75
人（
男
子
38
人
、女
子
37
人
）が
出
席
し
、大
人
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

中
町
長
が
式
辞
で「
皆
さ
ん
が
船
出
さ
れ
る
現
在
の
社
会
は
、国
際
化
、情
報
化
、少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
す
る
大
き
な
潮
流
の
な
か
に
あ
り
、と
り
わ
け
、最
近
は
、新
た
に
百
年
に

一
度
と
ま
で
言
わ
れ
る
厳
し
い
経
済
情
勢
下
で
、雇
用
不
安
、生
活
不
安
が
押
し
寄
せ
て
お
り

ま
す
。そ
し
て
、社
会
の
変
化
は
ま
す
ま
す
加
速
す
る
時
代
に

あ
り
ま
す
。し
か
し
、皆
さ
ん
は
、社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
よ
う
と
、時
流
や
人
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、二
十
一
世
紀

の
主
役
と
し
て
、ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
で
、自
分
の
人
生

を
切
り
開
い
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
激

励
。来
賓
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
お
祝
い
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、清
山
怜
美
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、細
川
将
大
さ
ん
が
謝
辞
で「
こ
れ
か
ら
は
、少
し
で
も

社
会
の
一
員
と
し
て
、日
高
町
の
新
成
人
と
し
て
、常
に
向
上

心
を
持
ち
、不
撓
不
屈
の
精
神
で
前
進
す
る
覚
悟
で
お
り
ま

す
」と
、新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
パ
ン
で
乾
杯
し
た
あ
と
、同

館
前
で
記
念
撮
影
と「
門
出
」の
花
言
葉
が
あ
る
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
の
種
入
り
の
風
船
を
飛
ば
し
て
祝
い
ま
し
た
。
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消防団が年末警戒を実施
−町長らが団員を激励−

　12月25日（火）から６日間にわたり、日高
町消防団による年末警戒が実施されました。

　初日のこの日は、中町長をはじめ小宮副町
長、天満議長、稲葉町消防団長らが、警戒にあ
たる団員らを激励するため、３分団それぞれ
の待機所を訪問しました。
　中町長が「寒さ厳しい中、ご苦労様です。町
民の防火意識の向上を図るとともに、防火防
犯に努めて頂きたいと思います。町民のみな
さまが健やかな新春を迎えることが出来る
よう警戒をお願いします」と激励。
　団員らは、早速消防車に乗り込み、地域の
巡回に出動していました。

新年初出動
−消防団が出初め式を挙行−

　１月５日（土）若もの広場にて町消防団出初め
式が厳粛に執り行われました。

　出初め式には、消防団員と婦人防火クラブ員計
130人、各分団に配備されている消防車両12台
が参加し、入場行進して整列。国旗を掲揚し、全国
の殉職者に黙祷を捧げたあと、10年・20年勤続
となる団員が表彰されました。
　また、中町長が「町といたしましても、『安心・安
全な町づくり』を主要施策に掲げ、自主防災組織
の育成支援、気象情報など、地域住民にいち早く
情報伝達出来るよう努めているところです。団員
のみなさま方には、消防の良き伝統を継承し、今
後とも町民のみなさまの信頼と期待にお応えでき
るよう、より一層のご尽力をお願いします」と式
辞。来賓祝辞のあと、稲葉消防団長の先導で、中町
長らが部隊と消防車両を観閲しました。
　式典終了後、奥山池に移動し、消防車両を一列
に並べて一斉放水訓練を実施。放水技術の習得に
努めました。
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カルタと百人一首に挑戦！
−新春子どもカルタ会−

　１月７日（月）、新春カルタ会が中央公民館で開か
れ、かるた愛好会（谷口弘子会長）の会員らと子ども
たちがカルタ遊びを楽しみました。

　カルタ会には、同会員９人と町内の小学生17人
が参加。学年の近い子どもたちで３つのグループ
に分かれ、いろはカルタと五色百人一首にチャレ
ンジしました。
　「ちりも積もれば山となる」「花より団子」などと
読み上げられると、「はいっ！」と元気のいいかけ
声で札を取る姿が見られました。
　また百人一首では、５色に色分けされたカラフ
ルな札を使用。色のヒントと読み上げられる歌を
よく聞いて、一生懸命に下の句が書かれた札を探
していました。
　なお、同愛好会では２か月に１回、中央公民館
で例会を開いており、会員を随時募集していま
す。

特別賞「ゆるゆるＵＭＡ賞」受賞！
−ゆるキャラグランプリ2012−

　町のマスコットキャラクター「クエ太郎・クーコ」が、昨
年出場したゆるキャラグランプリ2012で、特別賞を受賞
しました。

　ゆるキャラグランプリ2012には、全国から865体のゆ
るキャラがエントリー。インターネットで投票が行われ、人
気を競い合いました。クエ太郎・クーコの最終順位は254
位で善戦しましたが、残念ながら上位入賞とはなりません
でした。
　しかし、イラストレーターでゆるキャラの生みの親・み
うらじゅん氏が選んだ「ゆるさと郷土愛にあふれる、これぞ
ゆるキャラ20体」のうちの１体として「ゆるゆるＵＭＡ賞」
を見事に受賞しました。
　同氏は「クエのキャラなんだって。クエ太郎は威勢のいい
板前さんチックだね。クーコのスゴさはセクシーな唇とリ
ボンの多さにあるね」と評価。「セクシー」という評価を受け
てクーコは、「私の魅力が認められたのね。ますます町のPR
に頑張るわ」と意気込んでいました。
※UMAとは…「Unidentified Mysterious Animal」の略。

生物学的には存在が確認されていない未知の生物の呼称。
※ 自分たちの記事が載った「ゆるキャラグランプリ公式

ランキングBOOK2012-2013」を手に喜ぶ2人

★クエ太郎・クーコを応援してくださったみなさま、
� 本当にありがとうございました★

ク
エ
太
郎

ク
ー
コ
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子
ど
も
医
療
費
制
度
は
、中
学
３

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。対象

は
、町
内
に
お
住
ま
い
の

す
べ
て
の
０
歳
〜
15
歳
の
お
子
さ
ま

　

保
護
者
の
所
得
に
関
係
な
く
、日

高
町
内
に
住
所
を
有
す
る
０
歳
〜
15

歳（
出
生
か
ら
中
学
３
年
生
終
了
時

ま
で
）の
す
べ
て
の
お
子
さ
ま
が
対

象
で
す
。

医
療
費
の
助
成（
外
来
・
入
院
）

　

通
院
と
入
院
に
か
か
る
保
険
診
療

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、入
院
中
の
食
事
代
、保
険

の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
が
必
要
で
す

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、町
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
時
に
は
、健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
転
入
さ
れ

た
場
合
は
、前
住
所
地
で
の
課
税
証

明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

出
生
の
と
き
に
は
出
生
届
と
、転

入
の
と
き
に
は
転
入
届
と
一
緒
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、対
象
の
お
子
さ
ま
ま
た
は

保
護
者
の
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、

転
居
し
た
と
き
、加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
を
受
け
る
と
き

◆
和
歌
山
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診

す
る
と
き

　

医
療
機
関
の
窓
口
へ
、子
ど
も
医

療
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
は
、町
へ
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
人
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
和
歌
山
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診

す
る
と
き

１
．
医
療
機
関
の
窓
口
へ
、健
康
保

険
証
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
保
険
診
療
、保
険
外
診
療
に
か

か
わ
ら
ず
自
己
負
担
分
を
支
払
い
、

保
険
点
数
が
確
認
で
き
る
領
収
書
な

ど
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
．
住
民
福
祉
課
窓
口
へ
、領
収
書
、

受
給
資
格
証
、印
鑑
、金
融
機
関
の
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）を
ご
持
参
の

う
え
、支
給
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
額
を
審
査
し
、後
日
決
定
額

を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
額
を
審
査
し
、後
日
決
定
額

を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３
・

３
８
０
０
）ま
で
。

子
ど
も
医
療
費
制
度
の

�

ご
案
内 お問い合わせは、

（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

医
療
費
払
戻
し
申
請
の

期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　

老
人
医
療
費
、子
ど
も
医
療
費
、ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
、重
度
心
身
障

害
児
者
医
療
費
の
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
が
、和
歌
山
県
外
で
の
受
診

や
、受
給
者
証
を
提
示
せ
ず
に
受
診

さ
れ
た
場
合
等
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
払
戻
し
申
請
の
期
限
が「
診
療
日

よ
り
１
年
」か
ら「
診
療
日
よ
り
５

年
」に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

ご
み
の
野
外
焼
却
は

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

風
の
強
い
日
や
夜
間
に
お
け
る
家

庭
ご
み
・
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
に
よ

り
、消
防
車
が
出
動
す
る
ケ
ー
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、役
場
に
も「
近
所
で
ご

み
を
燃
や
し
て
い
て
、煙
で
困
っ
て
い

る
」、「
ご
み
の
焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す

が
、田
ん
ぼ
に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご

み
の
焼
却
は
、

近
隣
の
人
に
迷

惑
を
掛
け
る
だ

け
で
な
く
、ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類

発
生
や
火
災
の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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申
告
さ
れ
る
方
は
、必
ず
正
し
い

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
の
申
告
相
談
の
日
程
に
つ

い
て
は
、「
広
報
ひ
だ
か
１
月
号
」に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 
務 
課

お
知
ら
せ

　

要
保
護（
生
活
保
護
家
庭
）者
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
、就
学
困
難
な

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、学
用

品
費
等
の
就
学
援
助
資
金
が
支
給
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、教
育
課
学
校
教
育
班

（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）ま
で
。

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

就
学
援
助
資
金
の

お
申
し
込
み
に
つ
い
て

平
成
24
年
分

所
得
税
・
町
県
民
税
の

�

申
告
相
談
受
付

�
—

２
月
18
日
か
ら
開
始—

平成25年度
和歌山県農業大学校（専修学校）
学生募集「一般（二次）入学試験」
募集人員 17名

受験資格
原則として県内に住所を有し、高等学
校等を卒業した者、または平成25年３
月に卒業見込みの者

願書受付 平成25年２月27日（水）～３月13日（水）

試 験 日 平成25年３月18日（月）午前10時から

合格発表

平成25年３月19日（火）午前10時

大学玄関前に掲示、郵送にて本人に通
知。また、同時にインターネット上の農
業大学校HPにも掲示します。

そ の 他

平成25年度より全寮制を廃止し、希望
入寮制となります。
応募についての詳しいことは、県農業
大学までお問い合わせください。

【和歌山県農業大学校】
〒649-7112　伊都郡かつらぎ町中飯降422
☎ 0736・22・7402　FAX 0736・22・7402

★地震が発生したらどうするか

★避難するときの注意点

　まずは落ち着いて自分の身を
守りましょう。
　揺れが収まったら、火の元の
安全を確認し、靴を履いて逃げ
道を確保してください。靴はガ
ラス片等から足を守ります。
　大きな地震の後は余震の危険があります。崩れ
そうな場所には近づかず、非常持出品を持ち出し
たり、隣近所の人の安全を確認したりしましょう。

　家を出る前にガスの元栓を閉め、電気のブレー
カーを切るなど、出火防止をしましょう。ただし、家
が倒壊しそうな時などは無理をしないでください。

　避難する際に車を使うと、
渋滞に巻き込まれる危険性
があります。また、乗り捨て
られた車で、道路がふさがっ
てしまう可能性があります
ので、避難に車を使用する際
は気を付けましょう。

防災ひとくちメモ  vol.5防災ひとくちメモ  vol.5 平成25年度
和歌山県農業大学校（専修学校）
学生募集「一般（二次）入学試験」

和歌山地方法務局では

 「登記休日相談所」を開設します
　和歌山地方法務局では、下記のとおり、登記に関する休
日相談所を開設いたします。
　当日は、法務局職員に加え、司法書士・土地家屋調査士
も相談をお受けします。
　相談無料、秘密厳守ですので、お気軽にお越しください。
　なお、事前予約も可能ですが、予約なしでもご相談いた
だけます。
日　　時　平成25年２月24日(日)　９時～16時
 （受付：８時30分～15時30分）
場　　所　和歌山地方法務局御坊支局ほか
相談内容　土地・建物の相続や贈与、土地の分筆などの各

種登記手続、筆界（境界）に関する問題など。
電話相談　当日、休日相談所にお越しいただけない方のた

めに、電話による相談もお受けします。
　なお、電話番号は「☎073・422・5158」で、当
日限りの相談対応とさせていただきます。

【予約申込およびお問い合わせ】
　予約申込は、平成25年２月１日（金）から各開設場所にて
受け付けます。
○和歌山地方法務局御坊支局（☎22・0335）ほか
　〒644-0002　御坊市薗369番地6
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【高年齢者雇用確保措置とは】
高年齢者雇用安定法第９条

　定年を65歳未満に定めている
事業主は、その雇用する高年齢
者の65歳までの安定した雇用を
確保するため、次の①～③のい
ずれかの措置（高年齢者雇用確
保措置）を講じなければなりま
せん。
　　①定年の引き上げ
　　②継続雇用制度の導入
　　③定年制の廃止

　急速な高齢化の進行に対応し、高年齢者が少なくとも年金受給開始年齢までは意欲と能力に応じ
て働き続けられる環境の整備を目的として、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」（高年齢者雇
用安定法）の一部が改正され、平成25年４月１日から施行されます。
　今回の改正は、定年に達した人を引き続き雇用する「継続雇用制度」の対象者を労使協定で限定で
きる仕組みの廃止などを内容としています。

� ◆改正法や高年齢者雇用確保措置について詳しくは、最寄りのハローワークまで。
� ・御坊公共職業安定所　　　〒644-0011　御坊市湯川町財部943
� ☎22・3527　　FAX24・0702

改正のポイント
１．継続雇用制度の対象者を限定できる仕組みの廃止

３．義務違反の企業に対する公表規定の導入

４．高年齢者雇用確保措置の実施・運用に関する指針の策定

２．継続雇用制庫の対象者を雇用する企業の範囲の拡大

平成25年４月１日から

希望者全員の雇用確保を図るための
高年齢者雇用安定法が施行されます！

平成25年４月１日から

希望者全員の雇用確保を図るための
高年齢者雇用安定法が施行されます！
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募集種目 応募資格 試験日・内容 願書受付期間
自 衛 隊 　 　 　 　
幹 部 候 補 生

【一般（飛行を含む）・技術】
・22〜26歳

・平成25年5月11日（土）、
　※飛行要員のみ…平成25年5月12日（日）
・大学教養課程修了程度

平成25年2月�1�日
　　����〜4月26日
　���（締切日必着）

歯 科 ・ 薬 剤 科
幹 部 候 補 生

歯
　
科

・20〜30歳未満の方
・学校教育法に基づく大学において、
正規の歯学課程を卒業した方
（平成26年3月卒業見込含む） ・平成25年5月11日（土）

・大学教養課程修了程度薬
剤
科

・20〜28歳未満の方
・学校教育法に基づく大学において、
正規の薬学課程を卒業した方
（平成26年3月卒業見込含む）

医 科 ・ 歯 科
幹 部 自 衛 官

・医師免許または歯科医師免許を取
得し、条件を満たす方

・平成25年5月17日（金）
・筆記試験（小論文）
・口述試験、身体検査

予 備 自 衛 官 補

一
般
公
募

・日本国籍を有する方
・18〜34歳未満の方

・平成25年4月12日〜15日
��（上記期間のいずれか1日）
・筆記試験（国、数、英、理、社、作文）
・口述試験
・適性検査、身体検査 平成25年1月�9�日

　　��〜4月�3�日
　���（締切日必着）技

能
公
募

・日本国籍を有する方
・18歳以上の方
・国家免許資格等を有する方

・平成25年4月12日〜15日
��（上記期間のいずれか1日）
・筆記試験（小論文）
・口述試験
・適性検査、身体検査

★ 自衛隊で活躍する幹部自衛官を募集しています ★

津波警報が変わります

★ 社会に貢献する新しいカタチ ★

月　日 場　　　所 時　間

2月9日（土）
自衛隊御坊地域事務所（御坊駅前） 10:00

〜

15:00みなべ町公民館

（注）1.�応募資格欄中の年齢は、平成26年4月1日現在
の年齢を示します。

　　 2.�その他、詳細については、それぞれの募集要項ま
たは、自衛隊御坊地域事務所でご確認ください。

◆お問い合わせ先◆
日高町役場　総務政策課（☎63・2051）
自衛隊御坊地域事務所（☎23・0020）
自衛隊和歌山地方協力本部ホームページ
http://www.mod.go.jp/pco/wakayama/

説 明 会 を 開 催 し ま す

気象庁では、平成25年３月７日から改善した津波警報の運用を開始します。巨大地震の
発生により、東日本大震災級の津波を予想した場合、大津波警報に「巨大」という言葉を用
いて発表しますので、最大限の避難を心がけてください。
　新しい津波警報などの詳しい内容は、気象庁（http://www.jma.go.jp/）の「津波警報の改
善」ページをご覧ください。
　また、津波警報を見聞きした場合や、「強い揺れ」や「長くゆっくりとした揺れ」を感じた
時は、自らの判断でただちに高い場所（高台や避難場所）へ避難することも重要です。いざ
という時には、自らの判断で安全な場所へ避難して、命を守ってください。
� 【お問い合わせ先】和歌山地方気象台（☎073・422・1328）
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保健だより 

みんなで守ろう
　　　大切な「いのち」
みんなで守ろう
　　　大切な「いのち」
みんなで守ろう
　　　大切な「いのち」

～こころの病と自殺～～こころの病と自殺～

こころの病に注意して

こころのセルフケア

＊こころの病にかかっているケースが大半
　ある調査によると、自殺したときに何らかの精神疾患を患って
いた人が８割を超え、中でもうつ病だった人の割合が高かったと
の報告があります。
　しかしうつ病だけでなく、双極性障害（躁うつ病）や統合失調
症、薬物依存症（アルコールや薬物などへの依存）といった精神疾
患も、自殺の原因になりやすいことが指摘されています。
　心の病に上手に対処して、心身ともに健康な状態を保っていく
ことは、自殺を防ぐ上で、とても重要なことです。

＊知っておきたいうつ病の兆候
　自分にうつ病を疑う症状があったり、身近な人にうつ病ではないかと感じる兆候があった
りしないか注意しましょう。次のような状況が続くときは、うつ病の可能性が考えられるの
で、早めの対応が大切になります。

＊早めに治療を受ければ回復する
　うつ病は決して特別な病気ではなく、誰もがかかる可能性のある病気です。言い換えれば、
「あの人は気持ちの強い人」と言われる人でもうつ病にかかりますし、「うつ病にかかる人は心
の弱い人だ」というわけでもありません。
　うつ病は、早めに適切な治療をすれば回復する場合が多いのですが、治療やケアを受けずに
放置すると症状が長引き、そのことで仕事や生活上の問題も長引いて、悪循環におちいってし
まいます。

□今まで楽しんでやれたことが、楽しめない
□これまで楽にできたことが、おっくうに感じられる
□自分が役に立つ人間だとは思えない
□わけもなく疲れたような感じがして、元気が出ない
□なかなか寝付くことができない、夜中に目が覚めたあと眠れない

　こころの病にかかる人が増加しています。これと並行して、日本では自殺者数が高止まりを続け
ています。
　しかし自殺は、周囲のサポートによって未然に防げることも少なくないのです。
　大切な命を自ら絶つ悲劇を防ぐために、私たちができることを考えていきましょう。
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お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

自殺を未然に防ぐために

＊自殺に傾いている人は何らかのサインを発している
　自殺については、まだまだ多くの誤解が存在しています。例えば、「自殺は前ぶれもなく突然
起きる」といわれていることがありますが、そうとは限りません。自殺に傾く人は、なんらかの
サインを発していることが少なくありません。自殺に傾く人には、うつ病などの心の病の兆候
や、「消えてしまいたい」「楽になってしまいたい」という発言があったり、生活の様子が大きく
変わったりしています。

＊もし自殺に傾く人に出会ったら
　自殺に傾いている人の多くは、困難や苦痛から抜け出したいだけで、決して「死にたい」と決
めているわけではありません。だから、生きていたいという気持ちを持っています。「死にたい
ほどつらい気持ち」を打ち明けられたら、まずは相手をねぎらい、話を聴きましょう。

●打ち明けてくれたことをねぎらう
　相手が自分に話してくれたことをねぎらい、苦労を抱えてきたことをねぎらいましょう。

●話をじっくり聴く
　まずは、相手のことをしっかり受けとめ、苦労話に耳を傾けましょう。
　助言や結論を急がず、ひととおり、最後まで話を聴きましょう。

●「つなぎ」と「かかわり」
　相手の抱えている問題を整理し、適切な支援者や相談者につなぎましょう。
　また、自分もかかわっていくことを伝えましょう。

＊ストレスに上手に対処していくことが重要
　うつ病を予防するには、ストレスを溜め込まずに上手に発散するとともに、適宜、心身の休
養をとることが大切です。また、ストレスはなくすことはできないものとして、そのストレス
原因への対処法をいくつか身に付けておきましょう。

−自分に合ったストレス対処法を−
・リラックス法を確保する
   （趣味や運動、入浴、親しい人との会話など）
・コミュニケーションのとり方を工夫する
・ものの見方・考え方を変える
・睡眠時間を確保する

　★口数が減って元気がない
　★孤立している
　★「消えてしまいたい」
　　「死んだら楽になる」などと口にする
　★大量のお酒を飲むようになる
　★自分の健康をかえりみない

こ
ん
な
サ
イ
ン

　
　
に
注
意
！
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きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　小谷 良文

比井駐在所
　　滝川 　昇
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。

　
 

最
近
、個
人
宛
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
電
話
等
に
よ
り
、社
債
・
未
公
開

株
な
ど
の
金
融
商
品
等
の
取
引
名

目
や
、特
定
施
設
の
特
別
会
員
勧

誘
名
目
な
ど
で
融
資
さ
せ
る
詐
欺

が
、多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
を
特
殊
詐
欺
と
い
い
ま
す
。

　

昨
年
、日
高
町
で
数
件
、施
設
の
特
別
会
員
勧
誘
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
が
あ
り
ま
し
た
。 

幸
い
に
も
、回
答
・

返
信
す
る
前
だ
っ
た
た
め
、被
害
に
遭
わ
ず
に
す
み
ま
し

た
。知
ら
な
い
会
社
名
等
で
、あ
な
た
宛
に
送
ら
れ
て
く

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
、一
人
で
答
え
を

出
さ
ず
、家
族
・
知
人
・
周
囲
の
人
に
相
談
し
て
、詐
欺
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
振
り
込
め
詐
欺
電
話
撃
退
法
】

　

振
り
込
め
詐
欺
か
な
と
思
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
次
の
例
の
よ
う
な
電
話
対
応
で
撃
退
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
）　

医
療
費
還
付
詐
欺
対
策

　
「
健
康
だ
か
ら
病
院
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」

　
「
こ
ち
ら
か
ら
か
け
直
し
ま
す
」

　
「
ち
ょ
う
ど
役
場
に
行
く
用
事
が
あ
る
か
ら
寄
り
ま
す
」

　
「
ど
こ
の
役
場
で
す
か
？
」

　
「
家
ま
で
持
っ
て
き
て
」な
ど

自
転
車
盗
・
車
上
狙
い
多
発

特
殊
詐
欺
っ
て
な
に
？

特
殊
詐
欺
っ
て
な
に
？

特 殊 詐 欺 に ご 注 意 を！

一
度
だ
け
の
つ
も
り
が

　
　
　
　

常
習
者
に
！

〜
薬
物
に『
面
白
半
分
』は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

絶
対
禁
物
〜

自
転
車
盗
・
車
上
狙
い
多
発

  

御
坊
署
管
内
に
お
い
て
、自
転
車
盗
お
よ
び
車
上
ね

ら
い
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
盗

  

被
害
に
あ
っ
た
自
転
車
は
、ほ
と
ん
ど
鍵
を
掛
け
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

自
転
車
に
よ
っ
て
は
、針
金
等
で
簡
単
に
開
く
鍵
も

あ
る
よ
う
で
す
。

◎
補
助
錠
な
ど
を
使
用
し
た

　

 　
　
　

二
重
ロ
ッ
ク
を
！

◎
住
所
・
氏
名
等
の
記
載
を
！

◎
防
犯
登
録
を
！

車
上
ね
ら
い
・
部
品
ね
ら
い

  

短
時
間
車
を
離
れ
る
場
合
や
、自
宅
に
車
を
停
め
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
貴
重
品
・
カ
バ
ン
等
は
、

　

車
内
に
置
か
ず
に

　
　

必
ず
持
っ
て
降
り
る

●
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　

確
認
す
る

●
取
り
外
し
可
能
な

　

カ
ー
ナ
ビ
な
ど
は
取
り
外
す

ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

　
　
　
　

〜
狩
猟
期
間
も
あ
と
少
し
〜

　

狩
猟
期
間
は
２
月
15
日
ま
で
で
す
。

　

残
り
の
期
間
も
無
事
故
で
終
了
日
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

残
弾
の
あ
る
方
は
保
管
管
理
の
徹
底
と
早
期
の
消
費

を
合
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

覚
せ
い
剤
や
大
麻
等
の
薬
物
は
、

あ
な
た
の
心
の『
ス
キ
』を
狙
っ
て
い

ま
す
。

『
疲
れ
が
取
れ
る
』『
痩
せ
ら
れ
る
』な

ど
と
、あ
の
手
こ
の
手
で
誘
惑
し
て

き
ま
す
。

　

 

覚
せ
い
剤
・
大
麻
等
に
は
、常
習
性

が
あ
り
、幻
覚
・
被
害
妄
想
な
ど
の
精

神
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。

　

 

ま
た
、殺
人
・
放
火
な
ど
凶
悪
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
危

険
性
の
あ
る『
魔
の
薬
』で
す
。

【
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の
特
徴
】

　

▼
顔
色
が
青
白
く
、体
が
痩
せ
て
い
る

　

▼
腕
な
ど
に
注
射
の
跡
が
あ
る

　

▼
白
い
粉
、注
射
器
を
持
っ
て
い
る

　

▼
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、凶
暴
に
な
る

　

▼『
追
わ
れ
て
い
る
』『
虫
が
は
っ
て
い
る
』

な
ど
の
幻
覚
を
訴
え
る

　

薬
物
に
関
す
る
情
報
や
心
配
事
は
、
御
坊
警
察
署

（
☎
２
３
・
０
１
１
０
）ま
で
。
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青
々
と
豌
豆
の
蔓
の
び
来
た
り
支
柱
の
網
で
さ
さ
え
お
ち
つ
く

西
岡
美
智
子

走
り
根
は
し
っ
か
と
大
地
つ
か
み
い
て
桜
は
冬
芽
抱
き
つ
つ
め
る

北
垣
　
鈴
子

「
彼
女
見
て
」三
十
の
息
子
は
は
に
か
み
て
ぼ
そ
っ
と
言
う
に
わ
が
胸
あ
つ
し

庵
戸
真
知
子

山
道
を
登
り
登
り
て
岩
屋
寺
の
背
後
の
巨
岩
に
声
上
げ
見
上
ぐ

玉
井
か
を
る

一
人
に
は
大
き
過
ぎ
た
る
白
菜
の
メ
ニ
ュ
ー
あ
れ
こ
れ
も
う
日
が
暮
れ
る松

原
　
昌
子

嵯
峨
の
菊
八
千
代
け
い
と
う
手
折
り
き
て
供
う
奥
座
は
貴わ
て

に
匂
う
も

奥
田
　
房
子

セ
ン
タ
ー
の
舞
台
に
立
ち
て
コ
ー
ラ
ス
を
共
に
歌
い
し
友
未
だ
在
さ
ず

仲
田
美
智
子

そ
れ
ぞ
れ
の
夜
の
病
室
灯あ
か
り

も
れ
た
め
息
聞
こ
ゆ
鼓
動
の
聞
こ
ゆ

曽
根
　
邦
子

三
階
の
上
り
下
り
に
は
歩
く
事
笑
わ
れ
そ
う
な
目
標
を
も
つ

小
山
　
和
代

弱
き
身
を
見
せ
て
は
な
ら
ぬ
今
の
世
は
あ
く
た
れ
ど
も
の
餌
食
に
さ
れ
る野

㞍
　
　
功

軸
足
を
し
っ
か
り
据
え
て
前
を
見
ろ
師
の
諭
さ
れ
し
一
言
が
た
つ

中
西
　
　
優

八
十
年
生
き
て
め
ぐ
り
逢
う
悲
し
み
ぞ
若
き
う
か
ら
等
競
う
が
に
逝
く

谷
口
　
弘
子

昨さ

夜べ

の
雨
に
清
め
ら
れ
た
る
参
道
に
し
っ
と
り
か
が
よ
う
今
朝
の
も
み
じ
葉

深
海
三
千
代

三み
と
せ年
経
し
梅
酒
は
と
ろ
り
と
琥
珀
色
六
腑
に
沁
み
て
こ
こ
ろ
潤
ふ

和
田
　
路
子

晩
秋
の
夜
更
け
に
き
く
は
鈍
行
の
鉄
橋
渡
る
ま
が
な
し
き
音

馬
谷
美
代
子

山
百
合
短
歌
会
詠
草

海
の
見
え
る
温
泉

温
泉
館「
海
の
里
」

　
み
ち
し
お
の
湯

【開館時間】
午前11時〜午後9時
（入浴受付は、午後8時まで）
【休館日】
毎週火曜日（祝日の場合は、翌日）

および12月28日〜1月3日
【料　金】
□大人（中学生以上）…600円
□小人（3歳〜小学生以下）…300円
□身体障害者手帳保持者（身体・知的・精神）
　および満70歳以上、介添人…510円
※お得で便利な回数券もご利用ください。

日高町方杭100番地　☎64・2
ふ

6
ろ

2
ふ

6
ろ
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

●
18
日（
月
）　

13
時
〜
16
時　

﹇
費
用
﹈無
料

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

●
19
日（
火
）　

10
時
〜

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

●
12
日（
火
）

﹇
対
象
﹈妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
と
保
護
者

◎
受
付
／
9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

●
3
月
7
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
21
年
6
月
〜
8
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

3

歳

児

健

診

3

歳

児

健

診

おはなしの会
読み聞かせボラン
ティア募集中 !!
【連絡先】
  中央公民館
  （☎63・3811）

●
28
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
23
年
7
月
〜
8
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

1
歳
6
ヵ
月
児
健
診

1
歳
6
ヵ
月
児
健
診

●
20
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
24
年
9
月
16
日
〜
10
月
31
日
生

　
　
　

H
24
年
3
月
16
日
〜
4
月
30
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診
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■ ケーブルプラス電話とは、Z T Vと K D D I が提携し、
  提供する固定電話サービスです。

新サービス

只今好評受付中

※＠ビリングまたはMyビリング利用料金割引なしで、
　紙請求書発行ありの場合の住宅用1級取扱局プッシュ回線
　利用料金です。
　（その他の回線種別・取扱局は料金が異なります。）

月々
284円
おトク！

年間
3,408 円
もおトク！

お客様センター
0120-222-505

1,396
1,680円/月
NTT 加入電話

基本料金

1,396円/月
ケーブルプラス電話

基本料金※

（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

月額基本料金＆通話料がおトク！

月額

電話

円

■月額基本料金

月額基本料金とは別にユニバーサルサービス料が
毎月必要となります。
（平成23年4月現在：7.35円）

ケーブルプラス電話間
24時間通話無料

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 3/1 2

1/27 28 29 30 31 2/1 2

3 4 5 6 7 8 9

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2013年2月
February

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

建国記念の日クヌッセン機関長命日

・複雑ごみ

・複雑ごみ

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・資源ごみ

・資源ごみ

・小型プラスチックごみ ・後期高齢者医療保険料
  第7期分納期限
・国民健康保険税
  第8期分納期限

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H24年9月16日～
10月31日生、H24年3月
16日～4月30日生）
 （ふれあいセンター） 
・小型プラスチックごみ

・運動教室
 （メディカル＆フィットネス  
アクオ  ３階）

・特設人権相談・行政相談・心配
ごと相談合同相談所開設※
 （ふれあいセンター）

・粗大ごみ
 （田杭・阿尾・産湯・
小坂）

・粗大ごみ
 （比井・津久野・小
浦・方杭・小杭・柏）

・3歳児健診※
 （対象：H21年6月～
8月生）
 （ふれあいセンター） 

・1歳6か月児健診※
 （対象：H23年7月～8月生）
 （ふれあいセンター）
・介護保険料
  第6期分納期限
・国民健康保険税
  第9期分納期限
・後期高齢者医療保険料
  第8期分納期限
・献血

・おはなしの会※
 （中央公民館）

皆様に支えられまして、ひだか博愛園みち
しおも開設して7年が経過いたしました。
ひとえに地元の方のご理解・ご協力の
賜物と感謝しております。皆様のご家族
様、ご友人様で、介護についてご検討さ
れておられましたら、お気軽にご相談くだ
さい。よろこんで対応いたします。通所介
護や訪問介護もまだまだ受付募集致し
ておりますのでお気軽にご相談ください！

社会福祉法人　博愛会
理事長　小林　隆弘

和歌山県日高郡日高町阿尾646
TEL 0738-64-8008   HP http://www.hakuaikai.net

HDK3-061
長方形
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町の人口と世帯 

平成24年12月31日現在
人　口 7,807人
　男 3,716人
　女 4,091人
世帯数 2,910戸

日
高
町
民
憲
章 

　

人
が
町
を
つ
く
り 

　
　
　
　

町
が
ひ
と
を
つ
く
る 

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し 

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を 

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

　上記の「特別優待割引券」を切り取っ
て、温泉館の受付でご提示いただくと、入
館料が300円になります。
　なお、温泉館の受付にも「特別優待割引
券」をご用意しておりますので、ご希望の
方は受付でお申し出ください。

温泉館「海の里」みちしおの湯 

日高町にお住まいの60歳以上の方を対象に、
　　　　　　　　　　　割引サービスを実施中！

日高町方杭100番地　☎ 64・2626 
ふ ろ ふ ろ 

あったか温泉300円で入れます！

特別優待割引券
本券1枚につき1名様有効　有効期限：平成25年3月31日

300円

特別優待割引券
本券1枚につき1名様有効　有効期限：平成25年3月31日

300円

特別優待割引券
本券1枚につき1名様有効　有効期限：平成25年3月31日

300円

たかあ たか温泉ったかあったか温泉泉

しあわせが満ちてくる温泉館「海の里」

日高町にお住まいの

60歳以上の方に限り

みちしおの湯

しあわせが満ちてくる温泉館「海の里」

日高町にお住まいの

60歳以上の方に限り

みちしおの湯

しあわせが満ちてくる温泉館「海の里」

日高町にお住まいの

60歳以上の方に限り

みちしおの湯


